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を
迎
え
て
い
る
。
逆
説
の
よ
う
だ

が
、
む
し
ろ
そ
こ
に
大
き
な
可
能

性
と
希
望
と
を
見
つ
け
る
こ
と
は

で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

日
本
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ア
カ
デ

ミ
ー
の
設
立
は
一
九
六
一
年
五
月

一
五
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
で

に
昨
年
に
六
〇
周
年
を
迎
え
て
い

た
こ
と
に
な
る
。
本
来
な
ら
ば
記

念
事
業
も
計
画
し
な
け
れ
ば
な
ら

か
つ
て
本
財
団
常
任
理
事
の
ひ

と
り
で
あ
っ
た
松
村
克
巳
氏
は
、

「
私
ど
も
は
ア
カ
デ
ミ
ー
ハ
ウ
ス

を
建
て
た
。
す
で
に
こ
れ
が
与
え

ら
れ
て
い
る
か
ら
に
は
活
か
し
て

用
い
る
責
任
が
あ
る
。」
と
述
べ

た
こ
と
が
あ
っ
た
（
二
〇
周
年
記

念
誌
『
は
な
し
あ
い
』）。「
は
な

し
あ
い
」
の
理
念
や
語
源
、
場
所

や
会
議
方
法
に
つ
い
て
の
考
察
の

な
か
に
さ
り
げ
な
く
書
か
れ
て
い

て
、
以
前
な
ら
ば
読
み
過
ご
し
て

い
た
だ
ろ
う
。
い
ま
、
こ
の
一
文

を
看
過
で
き
な
い
の
は
、
私
ど
も

の
財
団
が
問
わ
れ
て
い
る
の
は
ま

さ
に
ア
カ
デ
ミ
ー
ハ
ウ
ス
を
活
か

し
て
用
い
る
責
任
で
あ
る
か
ら
に

他
な
ら
な
い
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
関
西
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
利
用
者
は
激
減

し
、
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
か
ら
は

休
館
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
誤
解

を
恐
れ
ず
に
付
言
す
れ
ば
、
そ
の

理
由
の
す
べ
て
が
新
型
感
染
症
に

あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
私
ど
も

の
財
団
に
お
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍

に
耐
え
て
経
営
を
持
続
で
き
る
体

力
も
衰
え
を
見
せ
始
め
て
い
た
。

苦
渋
の
選
択
の
な
か
で
じ
つ
に
多

く
の
皆
様
に
温
か
な
お
励
ま
し
を

い
た
だ
い
た
こ
と
を
、
こ
の
場
を

借
り
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
予
測
不
可
能

な
事
態
が
推
移
す
る
な
か
で
、
全

世
界
が
お
な
じ
困
難
と
不
安
と
を

共
有
し
た
時
間
は
す
で
に
三
年
目

と
の
見
解
を
示
さ
れ
た
。「
相
違

を
明
確
に
す
る
」
こ
と
は
「
対
立
」

へ
の
道
で
は
な
い
。
精
神
の
豊
か

さ
は
、
互
い
に
語
り
合
い
、
他
我

の
違
い
を
自
覚
す
こ
と
か
ら
始
ま

る
の
だ
ろ
う
。

「
新
実
在
論
」
で
知
ら
れ
る
気

鋭
の
哲
学
者
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
マ

ル
ク
ス
氏
は
あ
る
ロ
ン
グ
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
の
な
か
で
「
対
話
は
、

対
面
で
な
け
れ
ば
成
立
し
ま
せ

ん
。・
・
・
私
た
ち
の
社
会
で
分

極
化
が
進
ん
だ
の
は
偶
然
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
相
手
を
見
て
、
に
お

い
を
か
い
で
、
触
れ
て
い
な
い
か

ら
な
の
で
す
。」
と
語
っ
て
い
る

（『
わ
か
り
合
え
な
い
他
者
と
生
き

る
』）。

福
音
書
が
報
告
す
る
イ
エ
ス
の

場
合
も
、
多
く
の
場
面
で
律
法
学

者
や
フ
ァ
リ
サ
イ
派
の
人
び
と
と

議
論
を
繰
り
返
し
て
い
る
。「
永

遠
の
命
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
質
問

す
る
側
で
あ
っ
た
り
、
応
答
す
る

側
で
あ
っ
た
り
立
場
の
交
替
ま
で

見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
イ
エ
ス

の
運
動
は
、
議
論
と
対
話
と
い
う

方
法
に
よ
っ
て
成
立
す
る
こ
と
を

暗
示
し
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

イ
エ
ス
は
、
異
な
る
考
え
の
他
者

を
遠
ざ
け
た
り
は
し
な
い
。「
神

の
国
」
が
語
ら
れ
る
と
き
、
そ
こ

に
は
「
わ
か
り
合
え
な
い
他
者
」

が
と
も
に
議
論
し
て
い
た
の
だ
。

本
紙
先
号
「
巻
頭
言
」
に
お
い

て
神
保
正
男
財
団
理
事
は
、
寝
食

を
共
に
し
、
語
り
合
い
、
学
び
合

う
場
と
し
て
の
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ

ウ
ス
の
魅
力
を
あ
げ
て
「
は
な
し

あ
い
」
の
火
を
灯
し
続
け
た
い
と

訴
え
ら
れ
た
。
本
年
四
月
か
ら

は
、
ハ
ウ
ス
を
休
館
状
態
に
は
お

か
ず
、
こ
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

活
用
の
仕
方
を
模
索
し
て
い
る
。

本
財
団
の
草
創
期
に
関
係
者
が

自
覚
さ
れ
た
責
任
を
こ
の
時
代
の

私
ど
も
の
責
任
と
し
て
自
覚
し
、

心
豊
か
な
社
会
の
形
成
に
貢
献
し

た
い
と
願
っ
て
い
る
。

�

（
同
志
社
女
子
大
学
特
任
教
授
）

な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
ア
カ
デ
ミ
ー

運
動
は
、
戦
後
ド
イ
ツ
社
会
の
精

神
的
荒
廃
の
な
か
で
生
ま
れ
、
日

本
に
お
け
る
私
ど
も
の
先
達
が

こ
れ
に
呼
応
し
て
産
声
を
あ
げ

た
。
伝
統
的
な
社
会
構
造
が
破
壊

さ
れ
、
高
度
経
済
成
長
の
か
け
声

の
な
か
で
、
精
神
的
な
よ
り
所
の

喪
失
が
予
感
さ
れ
始
め
た
時
代
で

あ
っ
た
。
人
間
の
精
神
構
造
ま
で

も
破
壊
し
た
戦
争
体
験
は
、「
は

な
し
あ
い
」
と
い
う
新
し
い
精
神

活
動
に
よ
る
再
生
を
必
要
と
し
た

の
だ
。

生
涯
を
賭
し
て
日
本
に
お
け
る

こ
の
運
動
を
指
導
さ
れ
た
ク
ラ
ウ

ス
・
シ
ュ
ペ
ネ
マ
ン
氏
は
、
そ
の

目
的
を
「
参
加
者
の
考
え
を
収
束

さ
せ
る
た
め
で
は
な
く
、
互
い
の

違
い
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
だ
」

「
私
ど
も
の
責
任
」
を
考
え
る

�

財
団
代
表
理
事  
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中
村
　
信
博
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論家柴崎總さん。Zoomと対面のハイブリット方式
を模索しているが、機材の関係などで今年度は全面
Ｚ oom開講になるかも知れない。
５．「宗教対話」Ⅲは、「キリスト教と美術」を新しく
取り上げる。西洋美術とキリスト教との関わりにつ
いて各作品を通して分析する。講師は山梨県立美術
館学芸員の太田智子さん。Ｚ oomの画面共有の機
能を駆使して、作品の詳細を実見しながらの講座と
なる予定。
６．「宗教対話」Ⅳは、これまでに引き続き柏木義円
研究会との共催で、柏木義円の現代的意義を問う公
開講演会を実施する。
７．「聖書を読む講座」Ⅰは、「若者と共に聖書を分か
ち合う」という視点で新しく開講する講座。講師は
SCF（学生キリスト教友愛会）主事として、長年若者
と向き合って来た野田沢牧師。若い世代の参加者を
募ると共に、若者を受け容れる教会の可能性を探る。
８．「聖書を読む講座」Ⅱは、山口里子氏によるマル
コ福音書の新しい読み方を示す講座で、今期で 5
期目になる。全面 Zoomによる開講で、全国各地、
さらに海外からも約 80名の参加がある。
９．体験プログラムとして、昨年に引き続き「礼拝の
言葉を豊かに」というテーマで、話し方ワークショッ
プを月に一度のペースで開催する。礼拝の司式や聖
書朗読、詩編交読、説教などの発声・発語の訓練を
行う。
10．各神学校の枠を超えた神学生たちの交流を目
的とした「神学生交流プログラム」については、
２０２２年度も各神学校の賛助を得て、第１２回プ
ログラムを実施する。

Ⅲ　関西セミナーハウス活動センター２０２２年度事業計画
昨年度は、コロナウイルス感染症の広がりのため、
いずれのプログラムも、発題講演者と参加者をオンラ
インで結ぶ Zoom方式を主とし、これに関西セミナー
ハウスでも参加できるようにした。この方式は、講師
と参加者が、顔と顔を合わせて親しく話すことを難し
くしたが、遠隔の地にいる人もプログラムに参加する
ことを可能にした。
2022 年度は、可能な限り関西セミナーハウスの施
設の特徴を生かすため、講師が関西圏の場合は、原則
として関西セミナーハウスでの対面の集会を主とし、
これに参加できない人は、Zoom方式で、オンライン
でも参加できるようにしたい。講師が関西圏以外の場
合は、昨年度と同様 Zoom方式を主とし、これに関西
セミナーハウスでも参加できるようにする。
関西セミナーハウスの大きな特徴は、宿泊施設を有
する点にある。昨年度には持てなかった宿泊プログラ
ムを 2022 年度には是非開催したい。
プログラムでは、今日の社会の直面する様々な課題
を取り上げ、それを克服する道を探る。
１．修学院フォーラム「社会」では、ジェンダー、新
資本主義、沖縄、原発などの問題を共に考える。
２．修学院フォーラム「福祉」では、医療、ケア、貧
困などの問題を考える。
３．修学院フォーラム「いのち」では、気候変動やパ
ンデミック、老いなど問題を考える。
４．開発教育セミナーにおいては、人権・平和・環境
などの地球的課題を参加型学習で学び、私たちの社
会のありようを考える。
５．その他、時に応じて、新しい課題に対するプログ
ラムを追加する。

フォーラム事業

関東フォーラム
今日的課題　Ⅰ

共同
研究

「コロナ後の教会ヘの希望」荒瀬牧彦（日
本聖書神学校教授）

2022年度 5回 Zoom
にて研究会開催
7月頃、報告書をキ
リスト新聞社より出
版予定

関東フォーラム
今日的課題　Ⅱ

「パンデミックに抗して」
講師　未定 未　定

関東フォーラム
宗教対話　Ⅰ 全7回

連続講座「日本キリスト教史を読む」Ⅱ
（大正編　アンコール開講）講師　戒能

信生（千代田教会牧師）早稲田奉仕園と
共催）
Zoomによる全国向け講座

第1回 5月12日（木）
第2回 6月 9日（木）
第3回 7月14日（木）
第4回 9月 8日（木）
第5回10月13日（木）
第6回11月10日（木）
第7回12月 8日（木）

関東フォーラム
宗教対話　Ⅱ 全10回

連続講座「キリスト教文学に学ぶ」Ⅰ
講師・柴崎總（文芸評論家）Ｚ oom に
よる全国向け講座

第１回 4 月20日（水）
第2回 5月18日（水）
第3回 6 月15日（水）
第4回 7月20日（水）
第5回 9 月21日（水）
第6回10 月19日（水）
第7回11月16日（水）
第8回12月18日（水）
第9回 2月15日（水）
第10回3月15日（水）

関東フォーラム
宗教対話　Ⅲ 全7回

連続講座「キリスト教と美術」Ⅰ
講師・太田智子（山梨県立美術館学芸員）
Zoom による全国向け講座

第1回 5月30日（月）
第2回 7月25日（月）
第3回 8月29日（月）
第4回10月31日（月）
第5回11月28日（月）
第6回 1月30日（月）
第7回 2月27日（月）

関東フォーラム
宗教対話　Ⅳ 全1回

柏木義円公開講演会「柏木義円の日記に
見るその日常」講師未定（柏木義円研究
会との共催）

11 月 19 日（土）

聖書を読む講座Ⅰ 全6回
「若者と共に聖書を分かち合うとは？」Ⅰ

講師　野田沢（SCF 主事）
（早稲田奉仕園と共催）リモートによる開催

9月から全 6回、
月に一度、全面
Zoom予定

フォーラム事業

修学院フォーラ
ム社会

第1回

「ジェンダー正義」をめぐる
　エキュメニカルな議論と実践
講師　藤原佐和子（日キリスト教協議会

（NCC）書記）

5 月 21 日（土）

第2回 日本はこれからどうなるのか？
講師　内田 樹（神戸女学院大学名誉教授）7 月 2 日（土）

第3回 今なお差別される沖縄
講師 金井 創（日本基督教団佐敷教会牧師）8 月 6 日（土）

第4回
ジェンダーとキリスト教（仮）
講師　堀江有里（公益財団法人世界人権問
題研究センター研究員）

12 月 3 日（土）

聖書を読む講座Ⅱ 全10回

新しい聖書の学び「マルコ福音書をじっ
くり読む」Ⅴ講師 山口里子（早稲田奉仕
園と共催）全面ズームにより全国向け講
座

第1回 4 月12日（火）
第2回 5月10日（火）
第3回 6月14日（火）
第4回 7月12日（火）
第5回 9月13日（火）
第6回10月11日（火）
第 7 回11月8日（火）
第8回12月13日（火）
第9回 1月10日（火）
第10 回 2 月14日（火）

話し方ワーク
ショップ 全10回

「礼拝の言葉を豊かに」話し方ワーク
ショップ（ステップ・アップ講座、初心
者も可）
講師・友野富美子
対面プログラム

第１回 5 月17日（火）
第２回 6 月21日（火）
第 3回 7 月19日（火）
第4回 9月20日（火）
第 5回10 月18日（火）
第 6 回11月15日（火）
第7回12月20日（火）
第 8 回 1月17日（火）
第 9回 2 月21日（火）
第10 回 3 月21日（火）

神学生交流プロ
グラム

第１２回神学生交流プログラム　校長　
神田健次（関西学院大学名誉教授）、講
師 未定　開催場所は未定

2023 年 3 月 に 二
泊三日で開催予定

（４頁に続く）
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公益財団法人日本クリスチャン・アカデミーは、
２０２２年度の事業計画を次の通り定める。

Ⅰ　事業計画基本方針
当財団は、ウイズコロナ時代といわれる２０２２年
度においても、以下の基本方針を掲げ、コロナ対策に
万全を期して事業を推進する。

１．財団事業の展開
１）定款に定められた当財団の目的に添って、キリス
ト教精神に基づき、立場の相違を越えた対話（はな
しあい）を通し、自由、平等、正義、平和に基づく
社会の実現に寄与する事業を一層活発に展開する。
２）コロナ禍における財団事業の展開においては、①
関西セミナーハウスの事業を２０２２年４月から
２０２３年３月まで、コロナの感染状況を踏まえつ
つ事業展開の可能性を模索し、段階的な開業に向け
て取り組みを行う。②アカデミー運動における事業
活動は、３密対策を徹底し、研修・セミナーは集合
形式とリモート形式の併用を計画し開催の実施を目
指す。
３）関西セミナーハウス施設の有効活用策を検討する
ため、施設再生プロジェクトは経営委員会に統合し、
事業再開を含めた施設の具体的展開策を提案する。

２．事業の推進
１）公益目的事業
（１）東・西活動センター
①現行のフォーラム事業及び研修・セミナー・体験交
流事業を継続、発展させる。
②各活動センターのプログラムは、それぞれにおける
収支バランスをとることを原則とする。寄付金も含
めて、活動センターとしての収支バランスを目指す。
③参加者同士の対話中心のプログラム実施にあたって
は、オンライン会議のメディア等を積極的に活用し
て、新規プログラムの開発に取り組む。
④アカデミー運動の目的に従って今日的な社会の課題
に対する認識を深め、それにふさわしい新規プログ
ラムの開発に取り組む。
⑤得られた成果を機関紙による広報を超え、広く社会
に発信する。基幹プログラムの成果は出版物として
発行などし、知の蓄積を行う。
⑥キリスト教精神に基づくものではあるが、未だに社
会の共通認識にと至っていない幅広い課題をプログ
ラム化し、もってキリスト教系メディア、一般メディ
アの関心を高め、啓発活動を活発化する。

（２）関西セミナーハウス
①コロナ禍の状況にあって、（第１段階）２０２０年
１０月から３月関西セミナーハウス休業期　ＫＳＨ
の廃止も検討し、（第２段階）２０２１年４月から
２０２２年３月パイロット事業期として、小グルー
プによる研修の可能性の模索、感染防止対策の構築
　課題の抽出に取り組んできた。
　２０２２年度は、４月１日より臨時休業を解除し、
第３段階として関西セミナーハウス新体制構築の準
備期とし、コロナ感染対策を徹底した運営、設備点
検修繕の検討を行う。
　そして、利用者増大の可能性を探り、次年度以降の
新たな運営体制構築を模索する。
②アカデミー活動の安定的継続を支援するため、宿泊
施設・会場を諸団体、教育機関・学会・研究会活動
等の広い利用に供する方策を鋭意検討する。

２）収益事業
（１）関西セミナーハウス
①２０２２年４月から関西セミナーハウス新体制構築
の準備期とし、コロナ感染対策を徹底する。
②事業再開を検討する際は、一般利用者、企業等に対
して施設の利用を促進し、その収益の一部を公益活
動に資する方策を組み込む。

（２）日本キリスト教会館
当財団所有の事務所用物件の一部を貸与し、その収
益を当該施設の補修、維持、向上等及び公益活動への
貢献に資する。
なお、借主及び管理組合との交渉に関しては、財団
本部が責任をもって行う。
３）広報活動
フォーラム事業、研修・セミナー・体験交流事業等
の内容並びに各年度事業計画・予算及び事業報告・決
算を機関紙「はなしあい」において定期的に報告する。
同時に、東・西活動センターおよび関西セミナーハウ
スの活動状況については、ホームページ等によって積
極的な情報発信を継続する。
４）シュペネマン・クラウス記念集会（財団の未来を
語り合う）開催
財団本部と関西セミナーハウス活動センターの共催
とする。

３．運営推進体制の安定化
公益目的事業の運営推進に当たって、継続的な事業
に関しては明確な方向性と予算計画を持ち、プログラ
ム毎の収支の整合化を原則とする。新規プログラムに
ついても、必要財源を確保し、活動の安定的展開を目
指す。

４．賛助会員、寄附金の拡充
公益目的事業、広報活動等を積極的に展開して、ア
カデミーの理念の理解、浸透につとめ、アカデミー運
動を支えようとする賛助会員及び寄附金の拡充を図
る。
特に関西セミナーハウス再興のための募金活動を行
う。

Ⅱ　関東活動センター２０２２年度事業計画
２０２２年度の関東活動センターは、日本クリス
チャン・アカデミーの理念に基づき、以下のような諸
プログラムを計画している。
１．Covid-19 感染拡大がなお続く中で、今必要とさ
れる課題についての講座や企画に絞って事業展開を
する。
２．「今日的課題」Ⅰとして、「コロナ後の教会の可能
性」について 2021 年度に継続して来た共同研究の
成果を書籍にして、7月頃、キリスト新聞社から刊
行予定である。
３．「宗教対話」Ⅰとして、前年度に引き続き、連続
講座「日本キリスト教史を読む　第Ⅱ期（大正編）」
のアンコール開講を全面リモート（Zoom）で実施
する。前回聞き逃した受講者だけでなく、リモート
での開講によって関西セミナーハウス活動センター
の会員、さらに全国での受講者を募る。現在全国か
ら約 90名の受講者が与えられている。
４．「宗教対話」Ⅱとして、新しく連続講座「キリス
ト教と文学」を開講する。これは明治以降の日本の
近代文学に果たしたキリスト教の影響を、文学作品
によって跡付ようという試み。講師は著名な文芸評

公益財団法人日本クリスチャン・アカデミー
２０２２年度事業計画
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Ⅳ　関西セミナーハウス２０２２年度事業計画
臨時休業中であった関西セミナーハウスは２０２２
年４月１日より臨時休業を解除し、新体制構築の準備
期としてコロナ感染対策を徹底した運営に取り組む。
２０２２年度の関西セミナーハウスの事業計画は、
以下の通りとする。
１．運営方針
１）関西セミナーハウスは２０２２年４月から
２０２３年３月までコロナの感染状況を踏まえつ
つ事業展開の可能性を模索し、段階的な開業に向
けて取り組みを行う。
２）関西セミナーハウス施設の有効活用策を検討す
るため、施設再生プロジェクトは経営委員会に統
合し、事業再開を含めた施設の具体的展開策を提
案する。
３）要員計画は感染症の推移を注視しながら段階的
に策定し、補充が必要な際は適正に行う。

４）宿泊予約受付は利用者数の変化を見据えて、段
階的に行う。
５）会計単位は本部事務局の管理下から関西セミ
ナーハウスに戻す。
６）資金不足発生が予測される場合は、運用基金の
取り崩しを理事会に提案する。
７）２０２２年度の設備投資は、設備投資計画範囲
内で優先順位を定め実行する。

２．予算編成作業実施にあたっての留意点
１）会計単位別の収支予算書に加え、関西セミナー
ハウスについては損益計算書を作成する。
２）人的費用は、顧問、嘱託、パートタイマー及び
臨時の雇用員までの全ての費用を把握し、予算に
計上する。
３）関西セミナーハウスは、公益目的事業、収益事
業別の施設利用計画を作成する。� （ 以　上 ）

修学院フォーラム
社会 第5回 エネルギーを考える第１０回

講師　交渉中（２名予定）
2023年 1月 8日

（日）～ 9日（月、祝）

修学院フォーラム 
福祉

第1回
外国人が医療を受けるまでの壁
講師　青木理恵子（特定非営利活動法人
C ＨＡＲＭ事務局長）

6 月４日（土）

第2回

コロナ禍と戦禍のあいだで、ケアの倫理
を考える
講師　岡野八代（同志社大学グローバル
スタディーズ研究科教授）

7 月 9 日（土）

第3回 子ども・女性・若者の「貧困」（仮）
講師　交渉中　共催　京都 YWCA 2023 年 2 月予定

第4回
東九条子ども食堂の試みから（仮）
講師　許 伯基（在日大韓基督教会京都南
部教会牧師）

2023年3月18日（土）

修学院フォーラム 
いのち

第1回
世界の農村指導者と「共に生きるために」
を目指して～アジア学院５０年の働き～
講師　荒川朋子（アジア学院校長）

4 月 23 日（土）

第2回
パンデミックの時を越えて聖書が指し示
すもの（仮）
講師 月本昭男（上智大学神学部特任教授）

9 月 23 日（金、祝）
～ 24 日 ( 土 )

第3回 老いの日をいかに生き、支えるか（仮）
講師 交渉中 10 月予定

研修・セミナー ･ 体験交流事業

開発教育セミナー

第1回
開発教育入門セミナー ～ＳＤＧｓ ( 持続
可能な開発目標）を自分ごとに～
共催　（公財）京都市国際交流協会

6 月 19 日（日）

第2回
自分たちで「公共」をつくりなおす
～時代の曲がり角を突破する力を求めて～
講師　松村圭一郎（岡山大学）

7 月 16 日（ 土 ）
～ 17 日（日）

第3回

「難民」から世界の今を考える
～一人ひとりの物語からはじめよう
講師　小俣 直彦（オックスフォード大学
国際開発学部）

10 月 15 日（土）

第4回

「食べること」を世界の真ん中において、
世界のあり方を根源から見直す
講師　藤原辰史（京都大学人文科学研究
所准教授）

10 月 10 日（日）

第5回
ともに生きる社会のかたちをみつけよう！
講師  藤井 邦洋 （「NPO 法人 ともにいき
る宝塚」理事）

11 月 12 日（土） 
～ 13 日（日）

第6回

気候危機から目をそらさない！ ～待った
なしの 10 年へ歩み出すときは今～
講師　伊与田昌慶（国際環境ＮＧＯ 350.
org Japan）

12 月 10 日（土）
～ 11 日（日）

シュペネマン・ク
ラウス記念集会

財団本部と共催 10 月 9 日（日）～
10 日（月、祝）（仮）

もみじまつり 関西セミナーハウスと共催 11月23日（水、祝）

2022年度 収支予算書（損益計算方式）
2022 年 4月 1日～ 2023 年 3月 31日まで

公益財団法人　日本クリスチャン・アカデミー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（単位 : 円）
科　　　　　目 予算額 前年度予算額 増　減 備　考

Ⅰ　一般正味財産増減の部
１．経常増減の部

（１）経常収益
基 本 財 産 運 用 益 [　　　　　  240 ] [  　　　　   240 ] [  　　　 　      0 ]
特 定 資 産 運 用 益 [　 　　　　    0 ] [　　　　　  180 ] [  　　　　△ 180 ]
受 　 取 　 会 　 費 [　　　   800,000 ] [　　　       730,000 ] [　 　          70,000 ]
事 　 業 　 収 　 益 [　　   60,637,423 ] [　　   23,637,000 ] [             37,000,423 ]
受   取   寄   付   金 [ 　　　1,600,000 ] [ 　　　2,500,000 ] [        　 △ 900,000 ]
雑 　 　 収 　 　 益

[　　　      2,210 ] [　　　    19,920 ] [　  　 △ 17,710 ]

経常収益計 63,039,873　 26,887,340　 36,152,533　
（２）経常費用

事 業 費 [　　   78,159,080 ] [　　   47,759,412 ] [         　30,399,668 ]
管 理 費 [　　　 4,377,620 ] [ 　　　3,377,000 ] [      　 1,000,620 ]
経常費用計 82,536,700　 51,136,412　 31,400,288　

当期経常増減額 △ 19,496,827　 △ 24,249,072　 4,752,245　
２．経常外増減の部

（１）経常外収益
経常外収益計 0　 0　 0　

（２）経常外費用
経常外費用計 0　 0　 0　

当期経常外増減額 0　 0　 0　
　当期一般正味財産増減額 △ 19,496,827　 △ 24,249,072　 4,752,245　

（２頁より続く）
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で
き
た
。

夕
食
休
憩
の
後
は
、
交
わ
り
の

時
Ⅰ
の
時
間
。
５
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、講
師
や
校
長
、ス
タ
ッ

フ
が
巡
回
す
る
形
で
の
１
時
間
の

話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
に
、
晩
祷
の
時
間
を
持

ち
、
初
日
の
公
式
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

終
了
。
自
由
参
加
と
い
う
形
で
交

流
の
時
を
持
ち
、
飲
み
物
な
ど
を

各
自
が
Ｐ
Ｃ
前
に
持
ち
寄
り
、
講

師
も
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
ブ

レ
イ
ク
ア
ウ
ト
ル
ー
ム
で
数
人
で

の
交
わ
り
な
ど
も
含
め
て
、
12
時

近
く
ま
で
語
り
合
っ
た
。

２
日
目
は
朝
の
祈
り
に
始
ま

り
、
講
演
Ⅱ
へ
と
移
り
、
廣
石
先

生
が
「
挑
発
と
し
て
の
奇
跡
―
イ

エ
ス
の
奇
跡
物
語
伝
承
を
め
ぐ
る

諸
考
察
」
と
題
し
て
語
ら
れ
た
。

奇
跡
物
語
か
ら
３
つ
を
取
り
上
げ

て
、
現
在
、
世
界
で
問
題
と
な
っ

て
い
る
事
柄
を
想
起
さ
せ
る
形
で

論
が
展
開
さ
れ
た
。
極
め
て
刺
激

的
な
お
話
で
あ
り
、
こ
の
講
演
の

全
文
は
報
告
書
に
掲
載
予
定
で
あ

る
の
で
、
そ
こ
で
じ
っ
く
り
味

わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

昼
食
休
憩
の
後
、
交
わ
り
の
時

Ⅱ
を
今
度
は
４
グ
ル
ー
プ
で
開

催
。そ
の
後
の
ま
と
め
の
時
で
は
、

参
加
者
か
ら
感
想
や
意
見
が
さ
ま

ざ
ま
に
述
べ
ら
れ
、
ま
た
報
告
書

第
11
回
神
学
生
交
流
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
、
３
月
15
日
（
火
）
〜
16
日

（
水
）
にZoom

を
用
い
て
、
全

面
ネ
ッ
ト
に
て
開
催
さ
れ
た
。
主

題
は
「
教
会
の
宣
教
と
新
約
聖
書

学
」、
校
長
は
神
田
健
次
牧
師
が

務
め
、講
師
に
は
廣
石
望
牧
師（
立

教
大
学
文
学
部
キ
リ
ス
ト
教
学
科

教
授
）
を
お
迎
え
し
た
。

２
年
前
に
同
講
師
を
立
て
て
開

催
準
備
を
進
め
て
い
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行

に
よ
り
延
期
と
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
２
年
を
経
て
、
ど
う
に

か
開
催
し
た
い
と
事
務
局
で
議
論

を
重
ね
、
今
回
は
全
面
的
に
ネ
ッ

ト
で
開
催
す
る
こ
と
と
し
た
。

過
去
に
参
加
を
予
定
し
て
い
た

方
々
に
も
参
加
を
促
し
て
、
計
18

名
の
参
加
者
が
与
え
ら
れ
た
。
そ

の
内
訳
は
、
現
役
の
神
学
生
（
８

名
）、
既
卒
で
現
場
を
奉
仕
し
て

い
る
者
（
５
名
）、
上
智
大
学
大

学
院
学
生
（
コ
ン
ベ
ン
ツ
ァ
ル
聖

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会
、
ハ
リ
ス

ト
正
教
会
４
名
）、コ
ン
ベ
ン
ツ
ァ

ル
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会
修
道

士
（
１
名
）。
上
智
大
学
や
修
道

会
へ
は
講
師
の
廣
石
先
生
が
積
極

的
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
り
、
急

遽
の
お
誘
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
５

名
が
加
わ
っ
て
く
だ
っ
た
こ
と

で
、
実
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん

だ
メ
ン
バ
ー
と
な
り
感
謝
で
あ
っ

た
。プ

ロ
グ
ラ
ム
は
神
田
校
長
に
よ

る
開
会
礼
拝
に
始
ま
り
、
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
み
ん
な
で
作
る
こ

と
を
特
徴
と
し
て
い
る
こ
と
、
で

き
る
だ
け
積
極
的
な
参
加
を
と
求

め
、
期
間
中
に
必
要
と
さ
れ
て
い

る
役
割
の
担
い
手
を
募
っ
た
。
毎

回
の
こ
と
な
が
ら
、
極
め
て
ス

ム
ー
ズ
に
役
割
の
分
担
が
進
む
こ

と
に
驚
か
さ
れ
る
。

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
後
に

は
、
長
め
に
時
間
（
１
時
間
半
）

を
と
っ
て
自
己
紹
介
、
神
学
校
紹

介
の
時
間
を
持
っ
た
。
こ
れ
は
、

参
加
者
ど
う
し
の
関
係
を
少
し
で

も
密
に
し
て
で
き
る
よ
う
願
っ
て

の
こ
と
で
あ
る
。Zoom

開
催
で

あ
る
た
め
の
限
界
を
踏
ま
え
、
自

己
紹
介
の
み
な
ら
ず
交
わ
り
の
時

（
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
ル
ー
ム
機
能

を
用
い
て
の
小
グ
ル
ー
プ
協
議
）

も
当
初
は
一
度
と
し
て
い
た
が
、

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
事
前
協
議
を
通

じ
て
メ
ン
バ
ー
を
変
え
て
２
回
持

つ
よ
う
に
変
更
し
た
。

自
己
紹
介
の
後
は
、
講
演
Ⅰ
と

し
て
「
個
人
史
か
ら
」
と
題
し
て
、

廣
石
望
先
生
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み

が
語
ら
れ
た
。
広
島
大
学
で
佐
竹

明
教
授
の
薫
陶
を
受
け
、
そ
の
後

に
東
大
大
学
院
の
西
洋
古
典
学
専

攻
に
学
び
、
ス
イ
ス
は
チ
ュ
ー
リ

ヒ
大
学
に
進
ま
れ
た
と
の
来
歴
。

帰
国
の
後
、
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大

学
時
代
に
は
、
イ
ン
ド
・
ケ
ラ
ラ

州
国
際
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
イ
ン
ド

を
通
じ
て
ダ
リ
ッ
ド
の
問
題
に
触

れ
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
、計
９
回
、

学
生
た
ち
と
イ
ン
ド
に
渡
り
、
現

地
の
方
々
と
深
い
関
係
を
結
ん
で

こ
ら
れ
た
こ
と
が
写
真
と
共
に
紹

介
さ
れ
、
学
究
に
勤
し
ま
れ
る
の

み
な
ら
ず
、
廣
石
先
生
が
お
持
ち

の
問
題
意
識
の
幅
広
さ
や
あ
た
た

か
な
お
人
柄
に
も
触
れ
る
こ
と
が

作
成
の
準
備
も
行
っ
た
。
最
後
は

校
長
に
よ
っ
て
閉
会
礼
拝
が
捧
げ

ら
れ
、
２
日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

全
て
が
終
了
し
た
。

Zoom

開
催
の
た
め
に
さ
ま
ざ

ま
な
限
界
は
あ
っ
た
が
、
ま
ず
は

延
期
を
経
て
、
神
学
生
交
流
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
で
き
た
こ
と
を
喜

び
た
い
。
実
に
積
極
的
に
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
与
し
て
く
だ
さ
っ
た
廣

石
望
先
生
に
も
深
く
感
謝
す
る
。

今
回
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
次
回

へ
の
準
備
を
早
く
か
ら
進
め
て
い

き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。詳
細
は
、

い
ず
れ
完
成
す
る
報
告
書
に
て
確

認
し
て
ほ
し
い
。

関
東
活
動
セ
ン
タ
ー

 
●
第
11
回
「
神
学
生
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
報
告

�

校
長　

関
西
学
院
大
学
名
誉
教
授　

神
田
　
健
次
さ
ん

�
講
師　

立
教
大
学
文
学
部
キ
リ
ス

ト
教
学
科
教
授　
　
　

　

廣 

石 

　
望
さ
ん

２
０
２
２
年
３
月
１
５
日（
火
）〜
１
６
日（
水
）

Zoom

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

２日目の朝の祈りにて
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は
多
人
種
の
社
会
を
評
価
し
つ

つ
、
最
終
的
に
は
「
キ
リ
ス
ト
教

的
理
念
」
の
共
有
に
よ
る
「
同
化
」

を
目
指
し
、
教
育
に
よ
る
差
別
の

自
然
解
消
を
期
待
し
た
。
そ
れ
に

対
し
て
後
者
は
差
別
さ
れ
る
側
か

ら
、
白
人
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
一
方

的
同
化
を
否
定
し
、
多
人
種
共
生

社
会
に
合
致
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の

あ
り
方
を
提
起
す
る
と
い
う
、
よ

り
新
し
い
あ
り
方
を
示
し
た
。
時

代
や
地
域
の
状
況
に
規
定
さ
れ
つ

つ
、
そ
の
中
で
キ
リ
ス
ト
者
と
し

て
社
会
に
対
し
問
題
提
起
し
て

い
っ
た
歴
史
の
一
端
が
示
さ
れ
、

多
く
の
示
唆
と
刺
激
が
与
え
ら
れ

た
講
演
で
あ
っ
た
。

対
面
とZoom

に
よ
る
開
催
で

あ
っ
た
が
、
参
加
者
か
ら
の
質
問

に
も
丁
寧
な
応
答
が
な
さ
れ
、
そ

れ
を
通
じ
て
さ
ら
に
ハ
ワ
イ
の
キ

リ
ス
ト
教
に
対
す
る
具
体
的
な
イ

メ
ー
ジ
が
与
え
ら
れ
、
歴
史
の
中

に
生
き
た
キ
リ
ス
ト
者
の
姿
を
垣

間
見
る
思
い
で
あ
っ
た
。
後
半
は

質
疑
応
答
に
時
間
が
費
や
さ
れ
、

十
分
に
「
は
な
し
あ
い
」
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
が
心
残
り
で
あ
っ

た
。

な
も
の
に
距
離
を
置
く
こ
と
、
す

な
わ
ち
疎
遠
性
や
排
除
、
偏
見
の

原
因
を
解
明
し
、
そ
の
解
決
を
追

究
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
。
本
講
演
は
ハ
ワ
イ
に

お
け
る
社
会
的
距
離
の
問
題
、
す

な
わ
ち
排
日
差
別
の
撤
廃
に
取
り

組
ん
だ
白
人
進
歩
派
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
と
日
系
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
牧

師
奥
村
多
喜
衛
を
取
り
上
げ
、
彼

ら
の
理
念
や
実
践
活
動
を
紹
介

し
、
そ
の
意
義
や
限
界
を
考
察
、

検
討
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
前
者

14
世
紀
半
ば
か
ら
18
世
紀
に
か

け
て
ペ
ス
ト
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域

に
広
が
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
教
会

は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
か
が
紹

介
さ
れ
た
。
多
く
の
人
が
、
黒
っ

ぽ
い
腫
れ
も
の
や
高
熱
、
激
痛
に

苦
し
み
、
死
者
が
全
人
口
の
50
％

以
上
に
も
及
ん
だ
。
そ
の
結
果
、

社
会
の
貧
困
や
食
糧
不
足
が
さ
ら

に
深
刻
化
し
た
。
人
と
物
資
の
移

動
が
禁
止
さ
れ
、
強
制
隔
離
も
行

わ
れ
た
。
人
々
は
、
こ
の
病
い
を

神
罰
と
捉
え
、
そ
の
原
因
を
売
春

婦
や
ユ
ダ
ヤ
人
に
帰
し
た
。
遺
体

が
放
置
さ
れ
、
人
々
は
、
死
へ
の

恐
怖
に
慄
き
、
教
会
に
救
い
を
求

め
た
。
そ
れ
に
対
し
、
教
会
は
、

災
禍
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
ミ
サ
に

参
加
し
、
聖
人
を
崇
拝
し
、
断
食

を
行
い
、
聖
地
巡
礼
を
行
い
、
慈

善
活
動
に
参
加
し
、
地
獄
と
煉
獄

の
苦
し
み
か
ら
逃
れ
て
天
国
へ
行

く
た
め
に
善
行
を
積
み
、
贖
宥
符

を
買
い
、
寄
付
を
行
う
よ
う
に
勧

め
た
。
苦
し
み
の
中
で
キ
リ
ス
ト

と
一
体
化
す
る
神
秘
主
義
や
、
聖

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
」

と
い
う
言
葉
が
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と

で
一
般
化
し
た
が
、
本
来
こ
の
語

は
人
種
問
題
に
関
す
る
社
会
学
的

な
調
査
に
ル
ー
ツ
を
も
ち
、
異
質

霊
の
働
き
に
よ
り
直
接
啓
示
を
受

け
る
聖
霊
主
義
も
広
ま
っ
た
。
そ

ん
な
中
か
ら
、
ル
タ
ー
に
よ
る
宗

教
改
革
が
始
ま
り
、
神
は
人
間
を

行
為
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
信
仰

に
よ
っ
て
義
と
さ
れ
る
と
説
い

た
。
隣
人
に
寄
り
添
い
、
助
け
、

そ
れ
を
通
し
て
キ
リ
ス
ト
に
仕

え
、
試
練
を
通
し
て
神
へ
の
信
頼

を
強
く
す
る
よ
う
に
勧
め
た
。
こ

れ
ら
の
歴
史
を
踏
ま
え
、
今
日
キ

リ
ス
ト
教
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
ど

ん
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
か
が
問

わ
れ
て
い
る
と
、講
師
は
結
ん
だ
。

今
回
は
、
一
昨
年
10
月
の
休
館

以
来
、
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の

会
議
室
に
お
け
る
初
め
て
の
集
会

で
あ
っ
た
。
会
場
に
13
名
の
参
加

者
を
迎
え
、
そ
れ
に
オ
ン
ラ
イ
ン

の
参
加
者
20
名
を
加
え
、
豊
か
な

会
で
あ
っ
た
。

関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
活
動
セ
ン
タ
ー

 
●
２
０
２
１
年
度 

修
学
院
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
い
の
ち
」
第
３
回

 
「
ペ
ス
ト
と
キ
リ
ス
ト
教

　
　 
―
中
世
末
期
の
死
生
観
と
終
末
思
想
―
」

�
講
師　

同
志
社
大
学
神
学
部
教
授　

村
上
　
み
か
さ
ん

�

２
０
２
２
年
２
月
２
６
日（
土
）

関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
お
よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン

 

●
２
０
２
１
年
度 

修
学
院
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
社
会
」
Ⅳ

 

「
人
種
的 『
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
』 へ
の
挑
戦

　
　 

―
奥
村
多
喜
衛
の
事
例
―
」

�

同
志
社
大
学
社
会
学
部
教
授　

吉 

田 

　
亮
さ
ん

�

２
０
２
２
年
３
月
１
２
日（
土
）

関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
別
館
和
室
と
オ
ン
ラ
イ
ン
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財団本部
終身会員
神﨑　清一
神保　正男
神保　信子
中井　博雅
小久保　正
野田　純一
島田　恒
横野　朝彦
賛助会費
木村護郎クリストフ
関東活動センター
賛助会費
荒井　献
池内　友子
市川　邦雄
大橋　祐治
戒能　信生
神谷　伊勢男
河原田　美哉子
北原　和夫
古賀　博
島田　治夫
全国教会婦人会連合
竹中　百合子
只野　哲
立原　敬一
徳久　俊彦
（認）母の会
根津　建
林　秀雄
原　牧人
平井　文則・祐美子
星野　宗吾
松浦　茂長
山根　誠之
山村　恵美子
横野　朝彦
吉田　博
無名氏
寄付金
足立　素夫・光
石橋　光朗
江口　忍
川北　かおり
久保田　愛策
小林　義彦
齊藤　潤
坂口　みどり
条谷　泉
菅原　伸郎
高柳　允子
田島　慶子
中井　博雅
中村　信博
濱田　ひろみ
許　昌範
増田　博
松下　起子
武藤　陽一
森野　善右衛門
横浜雙葉中学高等学校
日本キリスト教団霊南坂教会
日本キリスト教団早稲田教会
クリスマス寄付金

飯田　庸子
池内　友子
日本キリスト教団市川三本松教会
上垣　勝
日本基督教団浦安教会
江口　忍
小笠原　公子
日本キリスト教団
　鹿児島加治屋町教会
河原田　美哉子
北原　和夫
木村　利人・慶子
日本キリスト教団経堂緑岡教会
恵泉女学園中高・宗教部
小林　誠治
小林　義彦
竹中　百合子
田島　慶子
日本基督教団千代田教会
藤　知佳
東矢　高明
友野　富美子
中井　博雅
中冨　頴隆
萩原　好子
林　秀雄
日本基督教団原宿教会
日本基督教団ひばりが丘教会
増田　博
松浦　茂長
松本　誠
水溜　千枝子
最上　光宏
吉田　豊
日本基督教団洛南教会
神学生交流プログラム寄付金
浦上　充
太田　春夫
小原　武夫
戒能　信生
加藤　真規子
川北　かおり
関西学院大学神学部後援会
神田　健次
小久保　正
島田　恒
神保　信子
神保　正男
日本キリスト教団須賀川教会
学校法人西南学院
関田　寛雄
竹中　百合子
同志社大学神学部　
東矢　高明
中井　博雅
中村　信博
西川　優子
日本聖書神学校
根津　建
農村伝道神学校
萩原　好子
松井　直樹
松下　起子
横田　美子
横野　朝彦
吉田　博

日本キリスト教団早稲田教会
関西セミナーハウス
寄付金
牛尾　宣夫
神﨑　清一
神田　健次
柴田　賢司
武藤　髙司
関西セミナーハウス活動センター
賛助会費
浅川　具美
淺田　凉子
網野　俊賢
五十嵐　萬里子
今川　泰彦・喜子
岩坂　二規・泰子
匿名
植村　敏子
宇野　稔
梅山　猛
大島　順子
大島　偕美
大谷　光真
大津　恵子
小笠原　純
岡野　彩子
岡安　茂祐
小澤　妙子
織田　雪江
小山　稔
金山　顕子
上條　美代子
川北　かおり
関西青年アシュラム
北風　照子
喜多村　やよい
君村　昌
黒田　睦子
古賀　暢子
株式会社こころ
近藤　恵
斉藤　洋子
桜井　希
佐々木　紘児
佐藤　友紀
佐野　千枝子
繁永　幸久
島田　宗洋
白方　誠彌
新宗連大阪事務所 梶山 貴史
陶村　世佳子
菅　恒敏
髙寺　幸子
髙谷　泰市
多木　秀雄
竹中　百合子
橘　俟子
田中　潤治
田辺　信子
手銭　秀夫
都木　かおり
徳丸　延子
殿村　元一
鳥井　清司・操
中上　和子
長塩　滋子

中村　信博
奈倉　道隆
西岡　裕芳
西川　淑子
日本キリスト教団西が丘教会
早川　良彌
春名　康範
樋口　よう子
日野　多栄子
平林　喜博
福留　順子
伏木　信次
藤倉　寿美子
間瀬　啓允
松岡　蓉子
松田　光代
松本　嘉一
真鍋　裕子
丸山 まり子
水戸　潔
南　和子
宮本　桂子
柳井　繁彌
山岡　義生
山本　知恵
山本　俊正
吉田　力
吉中　直子
李　善惠
医療法人わたなべクリニック
寄付金
阿部　志郎
網野　俊賢
荒井　加代子
今川　泰彦・喜子
岩坂　二規・泰子
匿名
榎本　栄次
織田　雪江
小山　稔
金山　顕子
公益財団法人京都ＹＷＣＡ
楠葉コイノニア教会
黒田　睦子
小久保　正
匿名
佐野　千枝子
島田　恒
新庄　佑三
高田　清太郎
髙塚　郁男
竹下　亘・八千代
竹中　百合子
武山　泰子
田中　義信
丹野　きみ子
堤　龍春
坪野　えり子
匿名
中西　綾子
中村　信博
西川　和江
西川　淑子
日本基督教団洛西教会
延原　正海
長谷川　義紘

早川　良彌
林　律
樋口　よう子
日野　多栄子
姫野　眞知夫
平林　喜博
藤田　恭子
水戸　潔
宮本　桂子
村上　みか
桃山アシュラム
柳井　一朗
柳井　繁彌
山岡　義生
山添　みどり
山本　俊正
吉田　亮
李　善惠
脇坂　照世
クリスマス寄付金
アシュラムセンター
井田　光昭
伊藤　威知郎
今井　奈都子
岩橋　龍男
匿名
浦　晴子
織田　雪江
北風　照子
北野　宗香
小久保　正
斉藤　洋子
在日大韓基督教京都教会
島田　誠一
島田　恒
シュペネマン　偕美
杉本　尚司
竹下　亘・八千代
竹中　百合子
田中　義信
鳥井　清司
日本基督教団伊丹教会
日本基督教団希望ヶ丘教会
日本基督教団京都教会
日本キリスト教団錦林教会
日本キリスト教団甲西伝道所
日本基督教団世光教会
日本基督教団西が丘教会
日本基督教団平安教会
日本基督教団洛南教会
日本基督教団和歌山新生伝道所
延原　正海
林　律
藤田　敦子
藤田　恭子
藤永　春子
細田　和民
家形　日出
柳井　一朗
山本　俊正
吉田　力
李　善惠
脇坂　照世
和田野　勢津子
開発教育指定寄付
丸山　まり子

2021年度賛助会費・寄付金納入者ご芳名　2021年 4月 1日～ 2022年 3月 31日（順不同・敬称略）
　　　 ご支援に感謝申し上げます。
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◆関東活動センター
■2022年度 聖書を読む講座Ⅱ
　（共催：早稲田奉仕園）
「マルコ福音書をジックリと読む」
第 5期
講　師：	山口 里子さん（聖書学者）
日　時：	4月～2023年2月、第2火曜

18：30～20：00
参加費：	全10回8,000円（学生4,000円）
方　法：	Zoomによるオンライン講座
■2022年度 宗教対話Ⅰ
　（共催：早稲田奉仕園）
〈連続講座〉アンコール開講
「日本キリスト教史を読む」Ⅱ（大正篇）
講　師：	戒能 信生さん（日本基督

教団千代田教会牧師）
日　時：	5月12日～12月（8月休会）、

第2木曜14：00～16：00
参加費：	全7回6,000円（学生3,000円）
方　法：	Zoom によるオンライン講座
■2022年度 宗教対話Ⅱ
　（共催：早稲田奉仕園）
連続講座「キリスト教文学に学ぶ」Ⅰ
講　師：	柴崎總さん（文芸評論家）
日　時：	4月～2023年3月（8,12月休

会）、第3水曜14：00～16：00
参加費：	全10回8,000円（学生4,000円）
方　法：	Zoom によるオンライン講座
■2022年度 宗教対話Ⅲ
　（共催：早稲田奉仕園）
連続講座「超入門！西洋美術史　　
―キリスト教を中心として―」
講　師：	太田智子さん（山梨県立美

術館学芸員）
日　時：	5月、7月、8月、10月、11月、

2023年1月、2月、最終月曜
13：00～15：00

参加費：	全 7回 6,000 円
方　法：	Zoom によるオンライン講座
◆関西セミナーハウス活動センター
修学院フォーラムは、会場（関西
セミナーハウス）とオンライン
（Zoom）併用開催
■2022年度修学院フォーラム「福祉」
第 1回「外国人が医療を受けるま
での壁」
講　師：	青木 理恵子さん（特定非

営利活動法人CHARM事務
局長）

日　時：	6月4日（土）13：30～15：50
参加費：	1,500 円（学生 500 円）
第２回「コロナ禍と戦禍のあいだで、
ケアの倫理を考える」
講　師：	岡野 八代さん（同志社大

学グローバルスタディーズ
研究科教授）

日　時：	7月9日（土）13：30～15：50
参加費：	1,500 円（学生 500 円）
■2022年度修学院フォーラム「社会」
第２回「日本はこれからどうなるの
か？」
講　師：	内田　樹さん（神戸女学院

大学名誉教授）
日　時：	7月2日（土）13：30～15：50
参加費：	1,500 円（学生 500 円）
第３回「今なお差別される沖縄」
講　師：	金井　創さん（日本キリス

ト教団佐敷教会牧師）
日　時：	8月6日（土）13：30～15：50

参加費：	1,500 円（学生 500 円）
■2022年度開発教育セミナー
第 1回「開発教育入門セミナ - ～Ｓ
ＤＧｓ ( 持続可能な開発目標）をじ
ぶんごとに」
講　師：	開発教育研究会
日　時：	6月19日（日）10：00～16：00
会　場：	京都市国際交流会館
参加費：	1,000 円
共　催：	京都市国際交流協会
第 2回「自分たちで「公共」をつ
くりなおす〜時代の曲がり角を突破
する力を求めて〜」
講　師：	松村 圭一郎さん（岡山大学）
日　時：	7月16日（土）16：00～ 17日

（日）12：00
参加費：	11,000 円（泊食込、宿泊

税別途）
会　場：	関西セミナーハウス

公益財団法人　日本クリスチャン・アカデミー
代表理事　中村　信博

本部事務局
〒 606-8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23

TEL 075-711-2147
FAX 075-701-5256

関東活動センター
〒 169-0051　東京都新宿区西早稲田 2-3-18

日本キリスト教会館 1 Ｆ
TEL 03-3207-6198

E-mail:info@academy-tokyo.com
関西セミナーハウス /
関西セミナーハウス活動センター
〒 606-8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23

FAX 075-701-5256
関西セミナーハウス

TEL 075-711-2115
E-mail:info@kansai-seminarhouse.com

関西セミナーハウス活動センター
TEL 075-711-2117

E-mail:office@academy-kansai.org

プログラム案内

2022 年 2 月１日～ 3 月 31 日
� （順不同・敬称略 )

◆関東活動センター
賛助会費
原　牧人
戒能　信生

寄付金
日本キリスト教団霊南坂教会
増田　博
日本キリスト教団早稲田教会
武藤　陽一

クリスマス寄付金
日本キリスト教団経堂緑岡教会
日本キリスト教団鹿児島加治屋町教会

神学生プログラム寄付金
横田　美子
同志社大学神学部　
農村伝道神学校
神田　健次
戒能　信生
関西学院大学神学部後援会
日本キリスト教団早稲田教会

◆関西セミナーハウス活動センター 
賛助会費
今川　泰彦・喜子
近藤　恵
山本　知恵
吉中　直子
小笠原　純

寄付金（クリスマス寄付金を含む）
日本基督教団西が丘教会
日本キリスト教団錦林教会
西川　和江
日本基督教団希望ヶ丘教会
日本基督教団平安教会
柳井　一朗
村上　みか
金山　顕子
公益財団法人京都 YWCA
吉田　亮
織田　雪江
柳井　一朗
日本基督教団京都教会
日本基督教団洛西教会
以上感謝をもってご報告申し上げます。

賛 助 会 費 ・ 寄 付 金 報 告

本紙発行と賛助会費･寄付金報告変更
について

　本紙は今号から暫くの間、諸事情
によって季刊（三か月に一回）とさ
せていただきます。これまで通り、
東西活動センターにおけるプログラ
ム案内と活動報告を基本とします
が、これまで以上に内容の充実と、
できるだけ早期に毎月発行に復帰で
きるよう努力して参ります。
　また、賛助会費・寄付金報告につ
いても今号から、氏名のみの掲載と
させていただきます。ご理解を賜り、
今後ともご愛読をいただきますよう
にお願いいたします。

財団本部	 http://www.academy-nippon.com
関東活動センター	http://www.academy-tokyo.com
関西セミナーハウス
	 http://www.kansai-seminarhouse.com/
関西セミナーハウス活動センター
	 http://www.academy-kansai.org


